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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体

系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

 授業科目の学年ごとの配置一覧資料として，「学則第 14 条の別表１」がある（資料５－１－①－１，

２）。これは，一般科目及び学科の専門科目ごとに，カリキュラムとして各学年で履修する授業科目と

その単位数，及び必修科目と選択科目の区分が示されている。本規則は，他の規則や心得とともに「学

生便覧」としてまとめられ，毎年全学生に配付され，学生及び教職員は携帯情報端末を用いて常時そ

れらを閲覧できる。また，同様のものが本校ウェブサイトでも公開されている。 

 教育課程の体系的に示す資料として，学科ごとの学習教育目標に沿った「授業科目関連図」がある

（資料５－１－①－３）。これは５年間で学ぶ全ての授業科目について，一般科目から専門科目までの

関連を図で表している。 

 授業内容はシラバスに記載されている（資料５－２－①－２～５）。シラバスには科目ごとに，授業

目標，授業の計画・方法等，到達目標，成績評価の方法・基準が示されており，学習・教育目標(A)

～(F)（資料１－１－①－８～10（9～11 ページに前出））との関連性を明記している。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 一般科目及び専門科目の学年配置は，各学科の学習・教育目標に沿って設定されたものであり，そ

の授業科目関連図から教育課程の体系化が確保されている。教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の

目的を達成するために，各授業科目内容がシラバスに記載されている。また，学生はそれらの内容に

ついて携帯情報端末を用いて常時閲覧することができる。よって，授業内容は教育課程の編成の趣旨

に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－１－①－１

「学則・別表１ 一般科目」 

 

（出典 学則第 14 条の別表１）
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資料５－１－①－２

「学則・別表１ 機械工学科」 

 

   （出典 学則第 14 条の別表１）
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資料５－１－①－３

「平成 23 年度シラバス抜粋 授業科目関連図 機械工学科」 

授　業　科　目　名
１　年 ２　年 ３　年 ４　年 ５　年

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

倫　理 哲　学 人間と科学技術

法学A 法学B

世 界 史 世界経済史 心理学 経済学

A
政治・経済

地　理 環境地理学

校外実習
（選択）

基礎数学Ａ 微積分Ⅰ 微積分Ⅱ

基礎数学Ｂ 線形代数 数学演習

（学）応用数学A

応用数学A演習

物 理 １ 物 理 ２ 物 理 ３ （学）応用物理Ｃ

応用物理演習

応用物理
B

応用物理
A

化 学 １ 化 学 ２ ＊２

化 学 ３

B 生　物 ＊３

情報基礎
プログラミ

ングⅠ
プログラミ
ングⅡ

計算機演習

機械工作法Ⅰ
機械工作

法Ⅱ

材料学Ⅰ 材料学Ⅱ

材料力学Ⅰ （学）材料力学Ⅱ ＊４

材料力学演習

機械ﾃﾞｻﾞ
ｲﾝⅠ

機械ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ

振動工学

創造設計基礎 専門基礎演習 （学）機械力学

機械力学演習 （学）制御工学

制御工学演習

＊１

電気基礎 電気・電子工学

＊２

C 基礎製図Ⅰ 基礎製図Ⅱ 創造設計演習

工作実習Ⅰ 工作実習Ⅱ 工学実験Ⅰ 工学実験Ⅱ

（学）流 れ 学 ＊２

流れ学演習

ｴﾈﾙｷﾞｰ工学

（学）熱 力 学

熱力学演習 ＊３

D

＊１ 計測工学
（学）ﾒｶﾄ

ﾛﾆｸｽ

＊４
（学）生産

工学
（学）設計

工学

国 語 Ⅰ 国 語 Ⅱ 国 語 Ⅲ 日本語表現

卒業研究

E ドイツ語 ドイツ語

中国語 科学技術英語

英 語 Ⅰ 英 語 Ⅱ 英 語 Ⅲ

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ

英語表現基礎Ⅰ 英語表現基礎Ⅱ 英語表現

F 創造設計演習 卒業研究

保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅱ 保健・体育Ⅲ 保健・体育Ⅳ

その他
音　楽

美　術

(学)：学修単位科目

機械工学科授業関連科目図

（学）ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ環境

論

設計製図

数学特論
（選択）

学習・教
育目標

世界文化
論

数学概論
A

数理解析
数学概論

B

［エネルギー]

[制御・情報］

［設 計]

 

（出典 高知高専平成 23 年度シラバス(授業計画)P.60）
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観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様な二一ズ，学術の発展

の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校「大学等における学修に関する規程」（資料５－１－②－１，２）では，他高専，短大，大学，

外国の高校，大学での学修で単位認定が可能である。また，準学士課程においては，実用英語検定，

情報技術者試験，各種専門的な国家資格等の資格を取得した場合に，学生が申請すれば，卒業要件に

入る単位として認めている（資料５－１－②－３）。この制度は平成 23 年度に発足したものである。

平成 23 年度末までに行われた単位認定の申請人数は 32 名で準学士課程全学生 854 名の 3.7％に相当

する（資料５－１－②－４）。 

 ４学年で実施している校外実習は，夏季休業を利用して，企業等で実務を経験することにより，学

校で習得した知識及び技能を裏づけ，実践的・技術的感覚を養い，技術者として，また社会人として

自覚を持たせることを目的としている（資料５－１－②－５，６）。 

 観点６－１－⑤で述べるように，本科卒業生・専攻科修了生へのアンケートや彼らの就職先企業へ

のアンケートを３年ごとに平成 19 年度，22 年度に実施し，その結果を社会の要請のひとつとしてと

らえ，担当科目の授業改善に役立てている。例えば，創造力，指導力，問題解決能力の育成に関して，

機械工学科では，４学年に実習形式の創造設計演習（資料５－１－②－７）を開講し，学生の創造力

や問題解決力，実践力，プレゼンテーション能力を向上させる工夫がなされている。 

 電気工学科は，電気，電子，情報を基礎とし，それらをシステムとして組み合わせる力を育成し，

「ものづくり」をベースとした「創造性と統合化能力」を有する技術者の育成をめざす学科の教育内

容をより分かりやすく表現した学科名に改めることとし，平成 21 年度より電気情報工学科に名称を変

更した。また，建設システム工学科においても，これまでの環境・防災・情報を中心とした土木系科

目に加えて，住宅・ビル建設や生活空間デザインに関わる建築系科目も含め，より一層幅広い建設系

専門基礎知識を修得できる「総合社会基盤学科」へと発展するために，平成 21 年度より学科の教育内

容をより的確に表現した「環境都市デザイン工学科」に名称を変更した。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 他高等教育機関での学修の単位認定，校外実習による単位認定が，学校規則として整備されている。

また，専攻科教員は本科教員が兼ねており，専攻科教育との連携は十分実施されている。よって，学

生の多様なニ一ズ，学術の発展動向，社会からの要請に対応した教育課程の編成に配慮している。 
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資料５－１－②－１

「大学等における学修に関する規程」 

 

（出典 高知高専 平成 23 年度 学生便覧 P.44)
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資料５－１－②－２

「大学等における学修に関する規程」 

 

（出典 高知高専 平成 23 年度 学生便覧 P.45)
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資料５－１－②－４ 

「平成 23 年度の資格取得に伴う単位認定状況」 

のべ数 語学系 情報系 専門系 合計 

申請者 14 2 16 32 

認定単位 19 3 19 41 

 
（出典 平成 23 年度 学年末 学業成績一覧表より抽出） 

 

資料５－１－②－３

「技能審査の認定単位数」 

 

(出典 高知高専 平成 23 年度 学生便覧 P.46)
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資料５－１－②－５

「校外実習の履修に関する規則」 

 

 

(出典 高知高専 平成 23 年度 学生便覧 P.49)
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資料５－１－②－６

「校外実習の履修に関する規則」 

 

(出典 高知高専 平成 23 年度 学生便覧 P.50)
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資料５－１－②－７

「機械工学科 4 年生対象「創造設計演習」のシラバス」 

 

(出典 高知高専 平成 24 年度シラバス)
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観点５－２―①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。 

（観点に係る状況） 

 １学年～３学年での一般科目と専門科目は，４学年以上の学習教育目標達成のための教育の基礎と

なっている。したがって，低学年から講義，演習，実験，実習等がバランスよく配置されている（資

料５－２―①－１）。個々の科目の教育内容は，シラバス中の授業の目標等，授業計画・方法等で明ら

かである（資料５－２―①－２～５）。例えば，４学年で開講されている日本語表現では，日本語で効

果的に書く・話す技術を習得するために対話型のグループディスカッションやプレゼンテーションを

実施する等学習指導方法の工夫がなされている（資料５－２―①－２）。 

学級担任は，年間４回の定期試験ごとの成績一覧表を保管し，成績不振者への指導を実施している。

また，各学年の成績不振者や進学希望者を対象とした「時間割記載の単位なし科目」を開講しており

（資料５－２―①－６），学生の理解度に応じた学習指導が実施されている。その結果は学期末に各授

業担当教員から教務委員会に報告され（資料５－２―①－７，８），教務委員を通じて全教員に報告さ

れている。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 カリキュラム設計では教育の目的に照らして，適切な授業形態が配慮されている。各授業はその教

育目的に照らして，授業担当教員がシラバスを作成し，教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫を

行っている。 
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資料５－２－①－１ 

「授業形態の割合」 

学科 学年 講義 演習 実験 実習 研究 

機械 

1 年 22 2  7  

2 年 23 1  10  

3 年 20 4 1 8  

4 年 25 5 3 5+1～2  

5 年 23 7 3  8 

電気情報 

1 年 22 2  7  

2 年 24 2 3 4  

3 年 25 2 4 1  

4 年 26 6 3 4+1～2  

5 年 24 2 3  8 

物質 

1 年 24 2  5  

2 年 23  4 6  

3 年 24 3 5 2  

4 年 18 8 6 2+1～2  

5 年 21 4 6   

環境都市デザイン 

1 年 23 3  5  

2 年 25   9  

3 年 23 2 1 7  

4 年 33 2  8+1～2  

5 年 26 1  8 8 

（単位数） 

  ※４年次に企業等で行う校外実習(選択科目)が１～２単位ある。 

（出典 平成 24 年度シラバスより作成） 
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資料 ５－２－①－２

「平成 24 年度 講義系シラバス例」 

 

(出典 高知高専 平成 24 年度シラバス)
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資料 ５－２－①－３

「平成 24 年度 演習系シラバス例」 

 

(出典 高知高専 平成 24 年度シラバス)
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資料 ５－２－①－４

「平成 24 年度 実験系シラバス例」 

 

(出典 高知高専 平成 24 年度シラバス)
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資料 ５－２－①－５

「平成 24 年度 実習系シラバス例」 

 

(出典 高知高専 平成 24 年度シラバス)
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資料 ５－２－①－６ 

「平成 23 年度時間割記載の単位なし科目実施状況」 

 前期 後期 備考 

1 年生 

数学演習 A 

数学演習 B 

英語演習基礎 I 

物理演習 1 

週 1 時間 

2 年生 

微積分演習 

英語演習基礎 II 

物理演習 2 

週 1 時間 

3 年生    

4 年生 英語演習 

英語演習 

物理学演習 

化学演習 

週 1時間 

5 年生 
物理学演習 

化学演習 
 週 1 時間 

                     （出典 平成 23 年度前後期時間割から作成） 
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資料 ５－２－①－７

「平成 23 年度時間割記載の単位なし科目 実施状況報告書」 

 

（出典 教務委員会資料 単位のない時間割記載科目の実施報告）
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資料 ５－２－①－８

「平成 23 年度時間割記載の単位なし科目 実施状況報告書」 

 

（出典 教務委員会資料 単位のない時間割記載科目の実施報告）
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教

育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されて

いるか。 

（観点に係る状況） 

 教育課程の編成は教務委員会で審議される。その趣旨に沿ったシラバス（資料５－２―①－２～５）

の記載内容は，毎年統一した様式で作成されている。シラバスには，科目特性（科目番号，科目区分，

科目名，授業形態，単位数，開設学科，対象学生，週時間数，担当者，オフィスアワー，研究室，キ

ーワード，JABEE との関連）に加え，授業目標，授業計画・方法，到達目標，成績評価の方法・基準，

教科書・教材等が記載されており，授業目標に対し達成すべき目標と達成度の評価基準・方法や関連

科目を記述している。シラバスにより，受講学生が教育課程における当該科目の位置づけ及び関連科

目との連続性を把握できるようになっている。年に２回，学生による授業評価アンケート（資料５－

２―②－１）が実施され，それにはシラバスどおりの講義が実施されたかに関する質問事項（Q2，Q9）

があり，その結果は教員と学生にもウェブサイトで開示されている。（資料９－１―④－１） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切で記載内容が統一されたシラバスが作成され，活用されてい

る。 
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資料 ５－２－②－１ 

「学生への授業評価アンケートの質問事項」 

Q1 先生の話し方は、明瞭で聞きやすかった。 

Q2 授業・実習は、シラバスの授業計画に基づいて進められ、早すぎず遅すぎず、適切であった。 

Q3 
(座学・実験実習) 白板やプロジェクターなどの書き方や文字は、見やすかった。 

(体育) 実技の指導、器具の扱いについての説明は分かりやすかった。 

Q4 学生の質問、提出した課題、答案の回答に対して、納得できるように丁寧に説明、指導してくれた。 

Q5 先生はクラスの雰囲気を、授業・実験実習に集中させていた。 

Q6 
(座学・実験実習) 教科書・問題集、実験指導書、プリントなどは理解しやすく、十分参考になった。 

(体育) 実技種目のルールや目的など納得できるように説明してくれた。 

Q7 授業・実験実習内容のレベルは、あなたにとって適切であった。 

Q8 
(座学・体育) 試験内容は、講義との関連性が適切であった。 

(実験実習) 実験実習の内容は、関連する科目との関連性が妥当であった。 

Q9 成績の評価は、シラバスに基づいて行われ妥当なものであった。 

Q10 私は、この授業・実験実習に対して熱心な取り組みをした。 

Q11 私は、この授業・実験実習の学習内容を理解し、興味を持った。 

Q12 この授業・実験実習は、私にとって総合的にみて有意義なものであった。 

（出典 高知高専学生授業アンケート） 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活用

が図られているか。 

（観点に係る状況） 

 創造性を育む授業として，設計製図，CAD，卒業研究等がある。 

機械工学科及び電気情報工学科では１学年に対して，モノ（設計製作対象物）に触れること，壊す（分

解する）こと，作ること，そして考えることなどの一連の行動を通して，「ものづくり」に対する興味

を喚起するとともにそれについての基本的な素養を身に付けることを目的とした「創造設計基礎」を開

講している。また，４学年には，機械工学科において学生を少人数のグループに分けて各研究室に仮配

属し，与えられた研究テーマに関する基礎知識の習得，問題解決方法とプレゼンテーションの基礎を養

うことを目的とした「創造設計演習」が開講されている。同様に，電気情報工学科では「創造性教育セ

ミナー」を開講している。物質工学科で開講している「創造実験」では，授業や実験で習得した知識や

技術を活用して，アイデアとデザインを取り入れながらオープンキャンパス等で実演する演示実験を組

み立て，実験書にまとめ演示発表を行う（資料５－２－①－４）。環境都市デザイン工学科の「建築設

計製図」では，基礎的建築模型の製作技術を学んだ後，実習，製作を繰り返し，概念構築，計画，設計

実習を通じて，学生自らが自らを検証していくプロセスの中で創造性や独創性を養うことを目標として

いる（資料５－２－①－５）。 

卒業研究は第５学年に８単位あり，数名の学生が一人の教員の指導を受け，少人数教育が実施されて

いる。また，校外実習では，第４学年に企業等における製造，設計，技術開発，工事等の実務の実態に

ふれ，学校で修得した知識及び技能を裏付け，技術者としてまた社会人としての自覚を持たせるもので

ある（資料５－２―③－１～３）。校内での実習報告会，企業等による実習評定書に基づいて学科会議

で審議し，教務委員会において４日以上８日未満に対して１単位，８日以上に対して２単位が認定され

る（資料５－２―③－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 創造性を育む教育方法の工夫及びインターンシップが活用されている。 
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資料 ５－２－③－１

「校外実習実施要項」 

 
（出典 高知高専 平成 24 年度 学生便覧 P.51，52）
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資料 ５－２－③－２

「校外実習実施要項」 

 
（出典 高知高専 平成 24 年度 学生便覧 P.51，52）
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資料 ５－２－③－３

「校外実習実施要項」 

 

（出典 高知高専 平成 24 年度 学生便覧 P.51，52）
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資料 ５－２－③－４

「校外実習報告会プログラム」 

 

（出典 環境都市デザイン工学科４年 平成 23 年度校外実習報告会資料）
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観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間性の

涵養が図られるように配慮されているか。また，教育の目的に照らして，課外活動

等において，豊かな人間性の涵養が図られるように配慮されているか。 

（観点に係る状況） 

 １～３学年では，週１時間（３年間で 90 時間）の特別活動がカリキュラムに組まれている。その内

容は，担任の話，スポーツ等とともに，外部講師による性教育，薬物乱用防止講話，交通安全教室，

マナー教室等である（資料５－３－①－１）。特別活動計画書は半期ごとに学年主任が作成し（資料５

－３－①－２），最後に学級担任が特別活動報告書を作成し（資料５－３－①－３），教務主事に提出

され，教務委員会で承認される。 

年度当初の教員会において担任としての心得，教務，学生生活，寮務関係の日常業務が示された「学

級担任の心得および業務」が配付され（資料５－３－①－４，５），学級担任はそれに基づき年間の業

務を行う。また，学生生活の留意事項が示されている「学生生活関係留意事項」も配付され，教員は

それに基づき学生の指導を行う（資料５－３－①－６）。 

 学校行事として，クラスマッチ，ロボコン，四国高専体育大会，四国高専総合文化祭，クラブリー

ダー研修，高専祭，体育祭が毎年実施される。それらは年度当初に配付される「行事予定表」（資料５

－３－②－７～９）に示され，それらの実施要項は学生生活委員会で審議される。その結果は主事か

ら全教員に配布され，学級担任を通じて学生へと伝達されている。 

 本校学生会体育局には 22 クラブと２同好会，文化局には 14 クラブと４同好会があり，それぞれに

１名以上の教員が顧問として就任している。顧問としての指導上の留意事項は年度当初の教員会で配

付される「課外活動のしおり(顧問教員用)」に示され（資料５－３－①－10），学生用には，学生会組

織，安全への心配り，活動時間，施設利用，合宿，対外行事，予算執行等について示された「課外活

動について」が，学級担任，クラブ顧問を通じて周知されている（資料５－３－①－11）。また，新入

生へは高知高専クラブ紹介誌「Perfect Club Manual」が配付されるともに（資料５－３－①－12），

始業式後にクラブ説明会が実施される。その後，所属クラブに登録し，それを集計した「１年生クラ

ブ登録状況一覧表」，「クラブ顧問一覧表」が，学生主事から全教員に報告されている。（資料５－３－

①－13，14） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 特別活動計画書より教育課程の編成において，人間の素養の涵養への取り組みがなされており，特

別活動報告書でそれが確実に実施されていることが確認できる。クラブ，学生会関係の学校行事には，

全教員が積極的に参加しており，教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の

素養の涵養が図られるよう配慮されている。 
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資料５－３－①－１

「特別活動計画書」 

  

                         （出典 教務委員会資料）
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資料５－３－①－２

「特別活動計画書」 

 

 

                             （出典 教務委員会資料）
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資料５－３－①－３

「特別活動報告書」 

 

（出典 教務委員会資料）
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資料５－３－①－４

「学級担任の心得及び業務」 

平成24年4月4日

 

学級担任の心得および業務 

 

Ⅰ．学級担任の心得 

１．一人ひとりの学生を大切に育てるよう努める． 

２．日頃から学生とよく接触し，学生の意見に耳を傾け，学生の気持ちを十分理解するように努める． 

３．教科担当者，クラブ指導教員および主事補佐と絶えず連絡を取り合って，学生の学校生活を十分把握しておく．

４．副担任と連携をとり，協力して学生の指導に当たる． 

５．家庭と連絡を密にし，出欠状況や家庭での過ごし方など情報交換を十分に行う． 

６．長期休暇など，休暇中の学生の動向を把握し，緊急時に連絡がとれるよう体制を整えておく． 

７．留年生，学業不振者および留学生については，特に個人指導に心がける． 
   

Ⅱ．副担任の心得 

 １．学級担任と協力して学級運営にあたる． 

 ２．担任の要請を受けて学生指導の良き協力者となる． 

 ３．担任不在の時は，担任代行として学生の指導に当たる． 

 

Ⅲ．学級担任の日常業務 

  担任の仕事には，平素の学生の生活面や学習面の指導の他に，ＨＲ教室の美化．特別活動の企画・実施，学期始め

や学年末および定期試験前後の業務などがある． 

  以下，教務，学生および寮務関係に分けて詳述する． 

 

Ａ．教務関係 

 １．平素から，学生の悩みごと，勉強の仕方など個人的な相談に応じ，個人指導を充実させる．特に，成績不振者

および出席不良者については，家庭との連絡を密にし，学校と家庭の両方で互いに協力し合って十分な指導を行

う． 
   指導の難しい学生は，副担任と協力し，学年会で話し合うなどして適切な指導に当たる．学年団で指導が困難

な場合は人権倫理委員会，学生相談室や担当主事の協力を求める． 
 ２．成績不振，専門科目への不適応，不規則な生活習慣，問題行動など，いろいろな理由から進路変更を考える学

生が増えている．成績や生活態度などで問題となる学生がいたら，学年会で対応を検討したり，保護者にその旨

連絡したりするなどの対応をする．早期発見・早期対応は最善の指導となる． 
 ３．中途退学を考えている学生には，学科長やクラブ顧問などの先生方とも相談するように勧める．いろいろな先

生方と話し合うことでよりよい道が開ける． 
   学生の一生にとって，高専時代は極めて大切な時期であることを心して学生指導に当たることが重要である． 
 ４．クラスの状況を把握するには学級日誌が有効である．日直者にその日のクラス内での授業・出欠状況，連絡事

項及び日直者の感想などを記入させ学級運営に役立てる． 
   日直者の感想などに対しては担任所見を書く．これを続けていると学生もきちんと感想を書くようになり，ク

ラス学生と担任あるいは学生同士の心のふれあいも深まる． 
 ５．学生への伝達事項を周知徹底し，諸届を速やかに提出するよう指導する．欠席届，公認願の提出を遵守させ，

事前に届出られない場合も登校後３日以内に手続きするよう指導する． 
   １～３年の学級担任は，朝 8：30 にＨＲ教室に出向き，学生の出欠状況を把握し，連絡事項などを伝達する．

 

（出典 平成 24 年度 教員会配布資料）
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資料５－３－①－５

「学級担任の心得及び業務」 

 
 ６．電子出席簿で出欠状況などを確認する． 

７．公認欠席は事由の発生を確認し，速やかに（事後 3 日以内に）届出を行わせる．公認願は主事室で保管し，コ

ピーを学級担任へ送ります．学生指導にお使いください． 
 ８．行事の出欠状況を電子出席簿に入力する．学校行事では，午前の点呼時に居なければ午前の 4 時間の欠課，午

後の点呼時に居なければ午後 3 時間の欠課とする． 
 ９．清掃状況及び教室の戸締まりを点検する．ＨＲ教室の設備不良や破損個所については，教務係に連絡し速やか

に改善を図る． 
 10．特別活動は，通常の授業では取り組みにくい人間関係や心の問題などについて話し合うなど，人間として望ま

しい生き方を養う時間である．総務委員や特活担当の学生と相談しながら運営することが大切である．特別活動

の時間は工夫して，計画的に有効に活用する． 
 11．科目担当者との連絡を密にして，実験・実習・設計製図・体育等における学習状況を的確に把握し指導の参考

とする． 
12．学校行事等の実施計画を学生に周知し，指導する． 
13．休学中の学生の生活状況を把握しておく． 
14．学生の欠席理由が明確な場合には，当面の間は電子出席簿のお知らせ機能を使って周知を心がける．  
15．通常の授業における座席表の作成し，座席表を教卓に置いておく. 

 
Ｂ．学生関係 

 １．身だしなみや健康状態などに気配りした指導を行う．特に，１～３年においては，日頃より制服や頭髪につい

てもきめ細かく指導する． 
   「服装や身だしなみの乱れ」は，学生が問題を抱えていることのシグナルであることが多い． 
 ２．バイク・自転車置き場を点検し適宜指導を行う．ステッカーの確認も行う． 
  時々は，ＨＲや休講の時間を利用して通学方法の確認を行うことも必要である． 

３．クラブに所属している学生については，クラブ指導教員との連絡を密にし，互いに協力して指導にあたる． 
４．平素から保健室の看護師と連絡を密にし，問題を感じた学生の早期指導を心がける． 
５．奨学金や授業料免除などの申請指導を行う．その選考資料に所見を記入する． 
６．停学中の学生に対しては家庭訪問を行う．家庭訪問がきっかけとなって問題のある    学生との信頼関係

が構築されることもある．出来るだけ頻繁に家庭訪問をすることが望ましい． 
 ７．下宿生の日常生活および学習状況を充分把握し適切な指導を行う．特に，家庭との連絡を密にし，下宿生の生

活環境の改善などが必要な場合，その方法について保護者と話し合う． 
 
Ｃ．寮務関係 

１．寮生の日常生活及び学習状況を十分把握し，適切な指導を行う． 
２．寮生の指導処置に立ち会い，指導を受けた学生をよく観察し，寮務主事・補佐等と協力して指導する． 

 ３．寮生で気がかりなことがあれば，各学科の寮務委員や寮務主事・補佐に連絡する． 
 

以上

 

（出典 平成 24 年度 教員会配布資料）
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資料５－３－①－６

「学生生活関係留意事項」 

 

（出典 平成 24 年度 教員会配布資料）
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資料５－３－①－７

「行事予定表」 

 

                  （出典 平成 24 年度 教員会配布資料）
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資料５－３－①－８

「行事予定表」 

 
                  （出典 平成 24 年度 教員会配布資料）
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資料５－３－①－９

「行事予定表」 

 

 

                    （出典 平成 24 年度 教員会配布資料）



高知工業高等専門学校 基準５ 

 

- 145 - 
 

 

 
資料５－３－①－１０

 「課外活動のしおり(顧問教員用)」 

 

［１］ 顧問教員への依頼事項 

１．顧問教員の仕事 

(1) クラブ予算原案作成の指導，執行上のチェック，および購入物品の管理 

(2) 学生の安全の確保（病気・けが）とその指導 

(3) 活動上必要な書類の承認・注意・指導 

(4) 対外活動の計画立案，引率および指導 

(5) 長期休業中の課外活動および宿泊練習の指導 

(6) 顧問会その他クラブ関係集会への参加 

(7) その他 

２.顧問教員の指導上の留意点 

別紙「課外活動について」を参考に学生の指導をお願いします。 

クラブリーダーには，4 月上旬に配付します。 

 

(1) クラブ予算原案作成の指導，執行上のチェック，および購入物品の管理 

(1)-1 

各クラブとも今年度予算案を 4 月中に提出することになっています。平成 24 年度も学生会予算は

非常にひっ迫しております。学生会執行部から，各部の予算額の削減をお願いすることになろうか

と思いますが，原案作成段階等で，学生の相談にのって頂けますようお願いします。 

昨年度同様，コーチ料補助は各クラブの予算内でご計画下さい。 

(1)-2 

予算配分は評議員会（５月）で決定されますが，それ以前であっても緊急でやむを得ない場合には，

昨年度予算の１／３を越えない範囲で備品等の購入ができます。 

(1)-3 

備品購入依頼票には顧問の承認が必要です。予算の使途および残高については，折りにふれてリー

ダーや会計担当部員にご確認下さい。 

 

(2) 学生の安全の確保（病気・けが）とその指導 

(2)-1 

クラブ活動中に事故やけが等がおこらないように，安全について十分ご指導下さい。なお，救急救

命講習会（６月）を開催し，事故発生時の応急・救命処置について指導を行っています。クラブ員

には，緊急事態が発生した場合，応急処置をおこなうと共に，顧問並びに看護師（不在の場合は修

学支援係）まで連絡して指示を受けるようにご指導ください。これらの教職員が不在の場合は，課

外活動担当教員（土日午前中），宿・日直職員（学校正門北側の守衛室），寮宿・日直教員や校内に

いる教職員に連絡して指示を受けるようにご指導ください。 

 

（出典 平成 24 年度教員会資料より抜粋）
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資料５－３－①－１１

「課外活動について」 

 

 

（出典 平成 24 年度教員会資料より抜粋）
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資料５－３－①－１２

「高知高専クラブ紹介誌 Perfect Club Manual」 

 

（平成 24 年度 高知高専クラブ紹介誌「Perfect Club Manual」抜粋）
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資料５－３－①－１３

「１年生のクラブ登録状況一覧表」 

 

 
 

（出典 平成 23 年度 学生生活委員会資料）
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資料５－３－①－１４

「クラブ顧問一覧」 
 

クラブ名 主顧問 副顧問 副顧問 副顧問 副顧問
1 バスケットボール男子 武内　秀樹 長門　研吉 岡林宏二郎
2 バスケットボール女子 三嶋　尚史 山崎　慎一 松本　知子 多田　佳織
3 バレーボール男子 澤本　章一 市木　一平
4 バレーボール女子 吉田　正伸 長山　和史
5 ハンドボール 芝　　治也 中林　浩俊 東岡由里子
6 サッカー 福島　英倫 藤原憲一郎 秦　　隆志
7 野球 高野　　弘 寺田　幸博 細川　光洋 永原　順子 大角　理人
8 卓球 横井　克則 成行　泰裕 高野　　弘 吉田　正伸
9 テニス 土居　俊房 山崎　慎一 多田　佳織

10 ソフトテニス 宮田　　剛 森長　久豊
11 柔道 岡田　将治 堀　　佳城 　
12 剣道 秦泉寺俊弘 山口　　巧 赤松　重則
13 陸上 北村　一弘 小田　憲史 今井　典子
14 弓道 村本　　真 永橋　優純 David Grant
15 水泳 陳　　　強 松内　尚久 高田　　拓
16 合気道 高木　和久 赤山幸太郎
17 空手道 竹島　敬志
18 少林寺拳法 山崎　利文 白木　久雄
19 ダンス 安川　雅啓 中島　慶治
20 バドミントン 西内　悠祐 秦　　隆志 岸本　誠一
21 フットサル 池谷江理子 市木　一平
22 ソフトボール 岡林　南洋 宮川　敏春 栗田　耕一 竹内　光生
23 ストリートバスケ(同) 池谷江理子 佐々木正寿 勇　　秀憲
24 サイクリング(同) 大角　理人 　
25 英語 今井　典子 David Grant
26 写真 三嶋　尚史 David Grant
27 ロボット研究 奥村　勇人 赤松　重則 宮田　剛 岸本　誠一 　
28 吹奏楽 江口布由子 池上　　浩 西岡　建雄
29 美術 勇　　秀憲 成行　泰裕
30 無線 山崎　利文
31 天文気象 今井　一雅
32 コンピュータ 谷澤　俊弘 今井　一雅 成行　泰裕
33 アースデイ 今井　典子 高野　　弘 David Grant
34 書道 宮川　敏春
35 茶道 松内　尚久 池谷江理子
36 棋道 奥村　勇人 東岡由里子
37 軽音楽 中島　慶治 大角　理人
38 漫画 中島　慶治
39 哲学の路(同) 高木　和久
40 映画☆研究(同) 高木　和久
41 座禅(同) David Grant 　
42 文芸(同) 細川　光洋
43 演劇(同) 永原　順子

平成２３年度　クラブ顧問一覧表
平成２３年５月６日作成

 
 

（出典 平成23年度 学生生活委員会資料）
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観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に周

知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，

卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

 授業科目の成績評価は，試験・実技・作品・提出物・論文等の成績及び平素の学習状況等を総合的

に考慮して決められ，具体的な成績評価の方法・基準はシラバスに記載されている。進級基準，卒業

基準は教務委員会で審議された後，運営会議で承認され，「学則」および「教務内規」で開示される。

それらは学生便覧にまとめられ，毎年全学生に配付される（資料５－４－①－１，２）。進級認定は進

級判定会議，卒業認定は卒業判定会議が年度末に全教員参加で開催され，審議される。そこでは，進

級基準あるいは卒業基準が，厳格に適用される。単位認定も同会議の審議を経て行われる。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 各授業科目の成績評価方法・基準についてはシラバスで，また進級基準，卒業基準については学生

便覧で学生に周知されている。また，進級認定は進級判定会議，卒業認定は卒業判定会議で，全教員

によって審議され，適切に実施されている。 
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資料５－４－①－１

「学業成績の評価」 

 

 

（出典 学生便覧から抜粋）
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資料５－４－①－２

「進級及び卒業」 

 

 

 

（出典 学生便覧から抜粋）


